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降誕会式典 ～真の人間の生き方を広めようと決意～ 

4月 8日、京都教会では本部のインターネット配信

による降誕会を拝見し、その後、法座席において辞令

授与、中村教会長の言葉と続きました。 

中村教会長は、「お釈迦さまのお誕生がなかったら、

そして、お悟りがなかったら、また庭野開祖が立正佼

成会を創立されなかったら、私たちは今ここに存在す

ることが出来ない。そういう意味で、今年は特に自分

たちの原点がどこにあるのかをいつも忘れずに確認

し、感謝することが大切です」と述べました。 

また、4月 1日の川端元理事長の講話を振り返り、

当時の学生部活動を述懐されました。川端元理事長が

庭野開祖と出会われた時の話しにふれ、初随喜の大切

さを述べるとともに、信仰の初随喜はその後の信仰生

活の原点になると説明しました。そして、中村教会長

自身の学生時代の家庭の様子も振り返り、青梅錬成に

参加したこと、その後、本部職員にご縁になった経過

を述懐しました。 

中村教会長は庭野会長のご法話にもふれ、心は無限

に成長・向上できること、そして、ウクライナの人達、 

  

ロシアの戦場に狩りだされている人達、その人たちの

親の心に平安を、と祈ることも出来るし寄り添えるこ

とも出来ること、人が一人を殺すと殺人になるが、戦

争では 100人殺すと英雄になってしまうこと、殺人す

る心も仏の心も、私たちはその両面を持っていること

を解説し、仏の心を成長させていく大切さ、仏の智慧

を成就するには、精進精進、明けても暮れても精進し

ていくことの大切さを述べました。 

続けて、教えを知らない人達は恨み、怒り、妬みな

どが止まないが、私たちは教えがあるから心をコント

ロール出来るようにならせて頂いたと感謝の気持ちを

表すとともに、一般の人達は相手に怒りをぶつけ、恨

み、辛みの六道を回って充満しているのが日常。仏さ

まは「一日でも早く仏にしよう、本当の幸せを成就さ

せよう」と思っていて下さるとし、その仏の働き・願

いを伝える人がいなかったら、目覚めることが出来な

い訳で、私たちも伝えて下さった方がおられたからこ

そ、心をコントロール出来るようにならせて頂いたと

話されました。これから次に伝えるのは私たちであり、

一人でも多くの人に仏の教えをつかんでもらい、真の

人間の生き方が説かれているこの教えを伝え、本当の

幸せを自分のものにしてもらうと決意するのが今日で

すと結び、精進を促されました。 

 

ウクライナ支援募金 ～市役所にて門川市長に手渡し～ 

4 月 13 日、中村教会長をはじめ教会幹部が、京都

市役所を訪ね、先月、教会法座席においてウクライナ

支援募金を行い、集まった募金から 100 万円を京都

市のウクライナ支援金に当ててもらおうと、門川市長

に直接手渡ししました。 

市役所前の広場には、ウクライナ・キーウ（キエフ）

市をはじめ 9 都市の姉妹都市のモニュメントが設定さ

れ、キーウ市の前には献花台が設けられていました。 

一行は、3階の市長室に向かうと、応接間に通され、

市長と歓談の時間を頂きました。市長からは、ウクラ

イナの国旗について「青色は『青空』、黄色は『小麦畑』

というウクライナの平和の象徴を表している」と説明

があり、ウクライナからの避難民の受け入れに、生活 

の場、働く場、学びの場を提供することの大切さを語ら

れました。 

門川市長は中村教会長に「京都の宗教者たちが集い、

ウクライナの平和への行動を起こし、ロシア・ウクライ

ナの宗教界に働きかけてほしい」と依頼されました。 

募金の贈呈は、今回の募金運動の発案者である教会幹

部の手から市長に渡されました。 

  

令和４年、私たちは「どこでも道場 祈り祈られ 笑顔と涙によりそおう」を実践して参ります。 

京都教会のホームページが出来ました。https://rkk-kyoto.jp/ 
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